




























































































































































































































































































































































































































































































































6アー カイブス'・ニュー ズレター No.42006.3
録が作成（「松浦武四郎関係歴史資料調査
報告書松浦武四郎関係歴史資料目録』三
雲町教育委員会、1…）されたことで、
武四郎関係資料の全体が明らかにされた意
義は大きい。次いでl…2月21日にはC群
が三重県有形文化財に指定され、翌兜年に
三雲町へ寄贈され、翌94年に開館の運びと
なる。…にはB群が三雲町今寄託とな
ったことを契濁こ､新出資料を含めて文i院・
三重県補助事業として麺･皿年度に再調査
力喫施された。この調査では、書簡、書籍、
絵画、書跡、工芸に分け、筆者は書簡の分
担者として関わった。またこの調査では、
適轤錨!”関康資料も対象にしており、
1…総合目録の改訂版をも目途としてい
る（「松浦武四郎関係資料史料調査報告書
2三重県一志郡三雲町松浦武四郎関係歴
史資料目鋼三雲町教育委員会､”1年）。
知4年にはB群は同町へ寄贈され、そして
輝年7月にA群の寄託解除に伴いlO月12日
に記念館へ搬送され、18日松阪市で寄贈式
が行われた。その後三重県有形文化財とし
て追加指定手続き力罐められ、鉦年2月別
日追加指定がなされた。
【現地保存と利活用】
以上の経緯で現在伝存する武四郎関係資
料の大半が、その生誕地である記念館に集
約されることになった。伝来経緯にそれぞ
れ特色ある資料が一体化されたことで、記
念館収蔵資料は、武四郎関係資料として最
大規模で良質かつ網羅的な資料群、即ち武
四郎研究の中核的資料群となった。19W
代から提唱されだした現地保存主義は、史
料保存活動の基本理念として継承されてい
るが、これを実現するには原蔵者の理解と
協力はもとより、現地にしかるべき保存機
関の存在そのものと施設内容如何にかかっ
ている。当館での寄託解除の動きは、”4
年度から唖立法人化に伴い全曽蔚史料侭
件）の再契約を打診した麺年度に松浦一
雄氏から時期は未確定ながら意向を提示さ
れていた。法人化前の史料館では専用の展
示室もなく、原本の保存と閲覧公開に重点
を置かざるを得なく、もっと有効利活用が
進展することを望まれていた。またデジタ
ル技術も進展していることから、やはり3
年前頃からデジタル画像としての利活用も
取組む必要があるのではという提案も請け
ていたが、寄託史料という性格上、実現に
は至らなかった。具体的な契約解除は“
鞠月3日、記念館高瀬英雄館長、山本命学
芸員両名が来館されて正式な申出を請け、
松浦氏の希望で搬出・搬入に気候的好条件
である10月搬出とし、11日梱包作業、12日
に搬出した。なお、当館寄託中に、北海道
立文書館でマイクロ撮影を終えており、そ
のデュープフィルムを§錘で幟中-ご
それを基にデジタル化を図る予定と聞き及
んでいる。当館でも紙焼など複製物ではあ
るが、従前のように利用提供できる体制を
検討中である。前述したように記念館収蔵
の資料は三重県有形文化財に指定されたば
かりであるが、このことにより利活用に制
限が付加されることは原蔵者も望んではい
なく、今後の記念館での保存・管理と有効
な利活用を期待するものである。一方で武
四郎の幅広い交友関係、趣味人、好事家な
どとしての多彩な活動を背景に、全国各地
に散在する武四郎関係資料の総合的な調査
と悩報収集も視野に入れてくれるものと確
信する。
昨年10月12日、愛娘を嫁に出す心境で美
梱車を見送りした。今後の利用については
下記を参照されたい。
松浦賎四郎記念館(表紙写真）
電話:0598･56･6847〒515-2109三麗県松阪市小野江町3B3
研究集会｢戦後の記録史料保存ど現在一アジアの
記録史料保存の歩みの中で考える一｣参加記
高野山大学文学部藤吉圭二
はじめに
去る“（平成17）年10月幻日（木）の
午後…料館において…峨
後の記録史料保存と現在一アジアの記録史
料癖の歩みの中で考える一J力彌催された。
主催は国文学研究資料館アーカイプズ研究
系の研究プロジェクト「アーカイプズ情報
の資淑上とネットワーク研究」班および科
学研究費基盤(B)「アーカイプズ情報の
集約と公開に関する研究」、そして後援す
るのが日本アーカイプズ学会だった。めざ
すところは、(1)アジアの国々の取り組
みに注目することで戦後日本の史料保存活
動の捉え直しを試みること、そして、②
新しい取り組みや課題などを踏まえながら、
戦後、日本各地に設立された史料収蔵公開
機関の現状について考えること、この2点
である。
プログラムは第1部、第2部と大きくふた
つに分力れ、それぞれ鉢の報告がなされた。
以下にそれを記しておく。
◆第1部アジアにおける記録史料保存
活動の歴史と現在◆
○「韓国における記録史料の保存と公開」
李異寵（
韓国国家記録陶
○「インドネシアにおける歴史情報の保存
と公開」前川佳遠理（国文学研究資料館ア
ーカイプズ研究系）
○「日本における記録史料の保存と公開」
山田哲好（国文学研究資料館アーカイプズ
研究系）
◆…日本における史料所載機関の
現状と騨題◆
○「記録史料保存公開機関の現状」大友一
雄（国文学研究資料館アー カイプズ研究系）
○「地域文書の保存と整理一鶴岡市郷土資
料館の場合罠｣今野章（鶴岡市郷土資料館）
○「大分県における史料公開機関の現状と
課題｣平井義人（大分県立博物館）
ちょうど冒頭に掲げた(1)の目的が第1
部に、（2）の目的が第2部に対応してい
ることになる。以下、報告のそれぞれにつ
いて概要と感想をまとめていきたい。
1－1．韓国の記録史料
韓国のアーキビストによる報告がこのと
ころ日本で相次いでいるというEI塚を受ける。
日本ｱー カイ 蛾
後の軍事政権下での民主化運動の記録を収
集する取り組みについて）をはじめ、ここ
数年は毎年1，2回新たな報告を聞いている
ように思うcそれだけ韓国での取り組みが
活発であり、その中で国文研などわが国の
研究機関との交流も活発になっているとい
うことだろう。研究面だけでなく、たとえ
ば日韓条約締結時の日韓両政府間のやりと
りの記録が公開されるなど、アーキビスト
の活動が現実の政治運営の中で具体的な成
果を挙げていることも強く印象づけられる
ところだ。
李艮龍（イ・ギョンヨン）氏の報告
は副題を「地方記録の保存管理をめぐる最
近の動きを中心に」としてこれまで輔国で
はあまり顧みられることのなかった地方記
アーカイブズノート
録にテーマを絞り、その保存・公開の取り
組みが紹介された。戦後の韓国で地方自治
制度が整備されたのはソウルオリンピック
後の1卿年代以降であり、そのような事情
もあって韓国で地方史料の収集にあたって
きたのは韓国学中央研究院、国史編纂委員
会など主として中央の機関だという。しか
し近年になって、歴史学、アーカイプズ学
の研究者そして市民が協力して地方自治体
の政策文書などを体系的に保存・管理する
ためのしくみづくりを進めるようになって
きており、国家レベルだけでなく地方レベ
ルにおいても記録史料保存・利用のための
公的な専門機関の設立がめざされている。
1-2．インドネシアのアーカイブズ活動
歴史hismh℃とは物語h陶画1℃であるといわ
れるようになって久しい。しかし私たちの
歴史を私たちの物語と読みかえた時もしも
それを国家力推めることになったとしたら、
それに対する反発の激しさは、わが国では
想像に難くない。が、それは国際的に見る
と珍しいことであるのかもしれないという
の力輔川氏の報告の示唆するところだb
インドネシア共和国国立公文書館ANRI
は省庁に属さない大統領直轄機関であり眠
族（国民）を統一させる結節点としてのア
ーカイプズ」をビジョンとして掲げる。19
世紀末オランダ領東インド政庁によって設
立されたIal矧盆rrhaX来、日本による占領、
独立戦争など軒余曲折を経て1”年に今の
かたちの国立公文書館力城立した。
ANRIは大きなジレンマ、すなわち記録
の公開という営みが、たとえば過去の内部
の軋櫟の暴露や、地域ごとの共同体アイデ
ンティティの醸成などにつながり、国民と
しての一体感を崩壊させかねないというジ
レンマを抱えている。国家主導によるアー
アーカイブズ・ニューズレターNo.42006.37
アーカイブズノート
カイブズ整備の一例として興味ぶかい。
1－a戦後日本の配録史料保存の歩み
韓国、インドネシアとは異なり、戦後日
本の史料保存が政府主導ではなく民間（研
究者）主導で展開してきた歴史を振り返り、
その成果と課題をまとめたのが山田氏の報
告であるc地方の記録史料、民間所在の史
料が敗戦による散逸の危機にさらされる中
で展開された史料保存運動において、その
粘りづよい取り組みが、一定の限界をもち
つつも部分的には官立の施設（史料館や国
立公文書館）や制度（公文書館法）に結実
していったこと、反面ボトムアップによる
運動であったがゆえに国内に均一な記録史
料保存の体制を整備するには至っていない
ことが示きれた。しかし都道府県レベルで
記録史料のための施設の設置がつづき、そ
の連合体として現在の全史料協が発足し、
これも一因となって現代の行政機関の公文
書への関心も高まっていくことになる。今
後は広く一般の利用を想定し、目録や所在
情報などをウェプ上で公開するような作業
において､国勾娠慥や鋤砺…必雑、
その中で国文研の果たすべき役割の重要性
力指摘された。
2-1．国内所蔵機関の史料群情報
大友氏の報告では、記録史料保存公開機
関に対して独自に実施したアンケートをも
とに、今後の史料摘報集約の方向性力験討
された。所蔵しているものはどんどん情報
公開して利用に供していく。このことはた
とえば書籍を扱う図書館であれば当然のこ
とといってよいだろうが、文番館や歴史資
料館など記録史料を扱う機関の場合ことは
それほど単純ではない。当初の目論見では
全国の常設機関にアンケートを実施し、寄
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せられた回答をもとにウェプ上での史料所
在憎報公開を進めることも考えられていた
ようだが、機関によってはその見合わせを
求めるところも少なからずあったという。
その理由としては、プライバシーに関する
情報を含むものが多く公開できない、史料
の整理力完了していない、史料を扱える担
当者がいないなどがある。保存公開を任務
とするはずの機関でそれがかなわないとす
れば、その機関の存在意義自体が問われか
ねない。何のためにそのような機関を（公
的資金を投入して）維持していくのか、今
後この問題は、歴史研究者、あるいは研究
の世界に生きる者だけでなく、広く一§鋤人々
の議論を必要とするように思われた。
2－z山形県鶴岡市郷土資料館の事例
今野氏の報告は勤務先である鶴岡市郷土
資料館の歴史を見ていきながらその史料蒐
集活動の特色をまとめ、そのうえで今後の
課題・方向性を検討するものだった。この
地方は江戸期以来、多くの郷土史家を輩出
していたとのことで、その意味では地域史
への理解あるいは郷土愛の強い地域だとも
いえるのかもしれない。行政として歴史編
纂に着手したのが大正8年に発足する駐
内史編纂会」で、代々の会長を鶴岡町姉）
長力嚇めている。限られた予算の中で購入、
筆写などによって民間所在資料の収集力謹
められ、1946年と思われる解散までに起点
が駐内史編纂会史料Jとして蓄積された。
そして戦後から癖かけて「鶴岡市史」の
編纂力喫施され、それと並行して現用を終
えた市役所の文書、合併された周辺町村の
役場文瞥の回収にも力が入れられ、この整
理の必要から1976年に鶴岡市郷土資料館が
開館する。資料館は散逸の危機にあった民
間所在史料の「避難先」として一定の役割
を果たしたが、加万点を超える史料の大部
分が未整理状態にあり、今後その公開・利
用に向けた準備力持たれる。
2－3大分県の事例
平井氏は県立図書館郷土資料室、県史綱
纂室、宇佐風土記の丘歴史民俗資料館、県
文化課先哲叢書編さん班など県の機関、展
示を主とする市町村の施設、民間の施設に
ついて県内を概観し、相互の連携に関わる
問題点などを指摘された。まず指摘された
のは公文瞥館法制定の負のインパクトである。
従来記録史料を扱っていた図書館（教育委
員会）が公文書から手を引いたあと、法が
この業務を期待する知事部局では行政文書
が手当てされることなく現在に至っている
ことが危機感をもって指摘された。また歴
史的な史料についても調査は十分に進んで
おらず、機関にも県にもその余力がないた
めボランティアの導入など新たな取り組み
の必要性力強調された。
おわりに
6本の報告のあとディスカッションのた
めの十分な時間のなかったことは残念だ。
歴史が人々の拠り所になるとはどういうこ
とか、記録史料を公的な機関で保管するこ
とにはどんな意味があるのか、戦後の人々
が国家から取り戻そうとしたl歴史」は、
きちんと人々の手に渡ったのか。歴史をめ
ぐってはこのようなことについてもっと話
を聞いてみたいと思ったし、行政文書の現
状については、歴史を大切に思う人が少な
からずいる．･･･方で、現在の記録を残すとい
う作業に人手を割きにくい行政の現状とそ
れを消極的にではあれ追認している私たち
のあり方について、なお考えを整理してい
かなければならないと感じられた。
|書評丑木幸男著｢戸長役場史料の研究」
}(岩田書院､205年10月）‘海道教育大学札幌校非常勤講師鈴江英一｜りっ…=､｡…=､… … …
1．戸長役場史料強の課題
近現代史料議がとのように構築されるか、
いまだ全体像が明かとはいえない。近現代
史料は、その種類、形態、生成状況が多種
多様であって包括的に把握する方法詮をい
まだ持ち得ていないからである。また前近
代史料論の中核となってきた古文欝学が近
現代史料の解明に対しては、有効性を発揮
し得ているとはいえないこともある。ただ
その中で史料保存管理の推移を過究する史
料管理史の分野には著しい進展が見られる。
本雷も近f…篭甥史料…を、
主として史料管理史の視点から考察しよう
とした研究である。
戸長役場史料は、その名辞からすると公
文書であるが、必ずしも公的な管理の下に
鋤＃どているわけではな恥戸露蝿甥は、
その事務を承継した市町村にすべて引き継
がれ、市町村役場史料となっているわけで
はないからである。この時期、近世から近
代に移行する過渡期にあって、史料(文書、
記鋤の生成、保存状況は地方によって多様
である。戸長という地域の自治と行政(ここ
では国政のこと)を担う役職、またその執行
組織である戸長役場も短期間に多様な変化
を見せ、しかも公私未分化の性格であった
ことも反映して、史料の引継・保存管理形
態が一様ではない。ここに本番の證ずべき
課題がある。
戸長役場史料については、これまで研究
力手薄な分野であったが、ここ十余年、本
書の著者丑木幸男氏によって研究力靭り開
かれてきた。本書は、幸いにして丑木氏の
研究を一望できる著作となっている。
2本害の構成
まず最初に目次によって、本書の章構成
を掲げる。
序章戸長役場史料の伝存状況
I戸長役場の機能と史料管理
はじめに
第1章戸長役場の機能
第璋戸長役場史料の栂造と形態
おわりに
Ⅱ戸長役場史料の形成と保存・廃棄
第3章近代的史料管理秩序の形成
第4章戸長役場史料の成立とその構造
第5章戸長役場史料を焼き捨てる
一秩父事件と戸長役場史料一
終章市町村合併と公文書
あとがき索引
上記の通り、本書の主要部分は、蜘部の
第1，2章と第Ⅱ部の第3章～終章である。も
っとも終章は、第Ⅱ部の終章という位置づ
けであるが、5章までの史料管理史研究を
踏まえたうえで現在進行中の市町村合併に
対する警鐘として書かれたものであるから、
全体の終章としても読みとることができる。
かえって「あとがき」が、序章に対応する
ものとして、全体を総括し、今後の課題を
示す場となっている｡以下、本書の構成に
添って、各章の論点を紹介しつつ、提示さ
れた課題を考えたい。
a史料験の前提となる戸長制
本書の各章は、これまで公表された『史
料館研究紀要」所収請文（「戸長役場史料
詞）及び『史料館所蔵史料目録j(古沢
家文書目録）、『戸長役場の史料（史料叢
アーカイフズ研究批評
書4）」の解題などの再録であるが、それ
ぞれ大幅に改稿している。ただ序章は、本
書のために新たな稿を起こした部分である。
ここでは前述した、地域により多様な戸長
役場の保存状況について、引き継ぎ形態を
3区分しつつ概観しているcすなわち(1)
町村役場に引き継がれたもの、（2）大字・
区に引き継がれたもの、（3）旧名主宅の
個人所蔵となったものである。この区分に
より戸長役場史料の複雑な性格を予備的に
提示する。
淘部は、各章の前後に、戸長制の研究史
と制度を概観した「はじめに」、第1部の
主擾を総括する「あとがき」を付す。第1
章は、1師1年の戸籍法により戸籍区の長と
して設置された戸長が、翅年以降、近世村
の名主の機能を全面的に承継し、1認年施
行の市制町村制下の新町村に引き継いでそ
の役割を終えるまで、戸長制及び戸長役場
制度の変遷を、本書の3分の1を費やし豊富
な事例によってたどる。とくに戸長制の時
期区分は、戸長役場史料の管理形態を理解
する前提となる。すなわち(1)戸籍区制、
（2）大区小区制(1W2年～）、(3)郡区
間耐編制法ド鰯壁合戸鋤0恋~）、④
1鴎4年の改正（戸長官選化、権限強化、管
轄区域の拡大）後の連合戸長期という各時
期である。
第2章は､これらの制度改正と平行して実
施された戸長管鞘区域の変化に伴い､文書
が近世以来の単独村から小区へ､さらに連
合戸長制下の広域区へと引き継がれること
が生ずるが､このために作成された引継目録
を検討する｡ここでは府県側の引継規程の
指示と町村側の保存意識との乖離を旧筑摩県、
群馬県､栃木県､埼玉県の諸村の事例などに
よって示す｡あわせて戸長役場史料の形態・
様式の変化を印章や罫紙の使用､近世的柱
アーカイブズ・ニューズレターNo.42006.39
アーカイブズ研究批評
書(｢恐れ乍ら｣文言)の消滅などから例示す
るc
戸長役場史料は、制度の変遷に生成のあ
りようを規定されているが、それにもまし
て戸長管轄区域の広域化、統廃合が、史料
の構成、また現存形態に大いに影響を与え
ていると論証する。とくに戸長制期の④
期｢連合戸長制強化期｣に戸長役場の官僚化
が進み、戸長役場史料の｢官文謝上｣が進展
するという。その一方では、近世の「名主
史料の非現用化」が進行する。また制度改
正による戸長自体の交餘…初変化0日
名主居宅空間から執務専用空間へ）により
史料の公私分離を促すが、なお不完全であ
ると戸長役場史料の特質を指摘する。
4，戸長“史料の形成と保存意識
第Ⅱ部は、各地の例示によって明らかに
された戸長役場史料の特質を、具体的な文
書群の整理を通して得た知見によって蒜腿
することになる。第3章では、岐阜県高山
市郷土館に現存する旧高山町史料を例に、
第4章では、国文学研究資料館所蔵の埼玉
に證述する。
:の整理、目とくに古沢家文書は、著者がこの整
録刊行を担当し、これによって戸長役場史
料研究の契機が生じた文書群である。
旧高山町史料については、町村の広域化
にともない生じた保存管理の変化をたどる。
ここでは、(1)町村制度の変化による保
存管理主体の変化が、公文書の効率的な使
用をめざして露形態の変化を遂げる、②
膨大な史料群を集中管理するための手法と
して近世以来の文書の分類が試みられる、
（3）これによって史料群の原秩序自体に
変化が生じていると指摘する。
…古i曄轌は､近世の名主であり、
1砿まで単独村の戸長としてその職にあ
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った古沢家が原蔵していた文書である。大
麻生村では別に年番名主を勤めた須永家が
あり、古沢・須永両家が戸長制期にも毎年
交替で戸長を勤めていた。したがって戸長
…寺に…3噸汝を取り交わしていた。
81年に古沢家では、文書を評価選別し須永
家に引き継ぐとともに「公有記録目録」を
作成した。この目録は古沢家文書に残存し
ているが、須永家に引き継がれた戸長役場
史料、その後、広蟻化した戸長役場や合併
後の大麻生村役場（現、熊谷市）の文書は
現存しない。第4章では、現存する目録を
手がかりに古沢家文書の戸長役場史料を再
構成する。これによって近世以来の村落代
表者としての名主･戸長の史料と行政恒隊）
の末端機構に傾斜していく戸長役場史料を
対比し、何が残されるべきかという、単独
村側の判断の独自性を指摘する。それとと
もに、近代的史料管理システムが町村に及
ぶ時期を、日清・日露戦争前後の「明治憲
法体制」確立期に置く。
第1章の史料…”問題関心を受けて、
第5章は、秩父事件における蜂起側が、戸
長役場を襲い、文書を焼き捨てた事件をそ
の裁判経過を含めて詳細に逐う。意図する
ところは、この期の戸長役場文書が民衆の
利益と背馳しており、焼却した民衆の意識
と現代の史料保存意織や意義とどう轄合性
をはかり得るかという問題提起である。
終章は、前述の通り、いまや文書館関係
者のみならず論じられることが多くなった、
市町村合併に伴う公文書の散逸防止という、
当面する課題についての発言である。著都ま、
戸長役場・市町村の文書管理の伝統、l知
年代後半のいわゆる「昭和の大合併」に対
する当時の取り組み、今日の大合併に対す
る政府の対策などを紹介しつつ、公文書保
存の緊急性を訴える。
a今後の射程として
最後に、本書の提起した課題に触れて、
書評の責を果たしたい。
本書の「あとがき」では、著者自ら今後
の課題3点を挙げている。（1）戸長役鳴史
料の個別分析、特に戸籍区、大区小区、連
合戸長制の広域区に蓄積された史料の検討、
（2）「公」文書の性格の検討、関連して
「官」「公」「私」の概念を史料のあり方
から検討すること、（3）公文書に含まれ
る地域情報の時期的な変遷の解明、である。
私は、これとは別に重要な史料證の方向
函…中に趣されていたと思う。
そのひとつは、「あとがき」の最後に触れ
ている、「アーカイプズのあり方から戸長
役場の機能、さらには背景にあるその時代
の国家・社会の特質の解明」であるcこの
解明は、丑木氏にとって本書で尽し終えた
課題であろうか。またそれは、戸長役場史
料の課題にとどまらない、近代史料論栂築
全体の課題でもあると思う。その展望を著
者に期待できないであろうか。
いまひとつは、文書を焼却する民衆の意
識と現代の史料保存意識との整合性である。
私が想起するのは、l瓢畔の朝鮮3･l独立運
動である。民衆は巡香駐在所とともに地域
の役場である面事務所を襲撃し、書類を焼
いている。秩父事件はあり得る事象の一つ
である。何が保存されるべきか、保存する
ことが常に意義があるか。保存の全社会的
支持形成の問題である、これに答えるアー
カイプズ学の深化が一層求められており、
そこに本書も立っていると思う。
丑木氏は、今年度末で退任されると聞く。
今後のご健康を祈るものであるカミ同時に
上記の課題を呈して、アーカイプズ学や近
現代史料学にも引き続き指導的な立場を取
られることを切望したい。
一長期コースー
安部俊治東京大学大学院
戦国時代の最上氏関連文書の伝来と利
用に関する考察
久保田明子文教大学付属中学高等学校
オーラルヒストリーの収集・公開にお
ける諸問題
村上民自由学園図書館
個人史料のなかの学校史料一創立者羽
仁もと子・吉一存命時期における自由
学園関係資料の資料群構造一
石田暁子国立国会図書館
国立国会図雪館憲政資料室における随
現代個人文書目録作成手順」の試作
島津千登世政策研究情報センター
「下河辺淳アーカイヴ」のグランドデ
ザイン一個人史料の管理と活用につい
ての諸方策－
佐藤雄一駒澤大学大学院
文書館における普及活動一図書館や博
物館と比較して一
福田哲功駒澤大学大学院
日本におけるアーカイブズに対する視
点の在り方一史料保存の変遷に関する
一考察一
岩津啓太駒澤大学大学院
「続日本紀jの写本の伝存から見る写
本という伝来形態
井上英紀駒澤大学大学院
アーカイブズにおけるオーラルヒスト
リー について一日本の戦争関連のオー
ラルヒストリーを通じて－
長谷川幸一駒澤大学大学院
近世寺院における文書管理と文書認識
一遠江国敷智郡大福寺を事例にー
鴨田弓枝駒澤大学大学院
これからの生涯学習社会と文書館利用
について
松浦眞二千葉県史料研究財団
千葉県史編さん事業終了後の収集資料
の管理と活用について
松本亜希子お茶の水女子大学大学院
下野国芳賀郡三谷村海老沢家文書の構
造分析
石川悟中央大学大学院
震災時における地域史料の保存につい
て一新潟県中越地震を事例として一
宮田奈津紀中央大学大学院
アーカイブズ保存状態調査に関する－
考察
中田琴美中央大学大学院
地域と文書館の役割－藤沢市文書館と
秦野市を事例として－
浜野雄一郎中央大学大学院
記録史料としての地図の役割とその活
用
冨田雅也中央大学大学院
久我家文書の史料群構造
島田越幸中央大学大学院
陸軍公文書規則の変遷と文書管理
宮間純一中央大学大学院
明治20年代以降の口述史料蒐集
原美鈴中央大学大学院
宮内庁書陵部における史料保存の現状
大西奈津子中央大学大学院
「三条西家文書」の史料群構造分析
杉谷崇之中央大学大学院
丹波国北桑田郡黒田宮村菅河家文書の
史料群構造について
服部光浩中央大学大学院
明治中期外務省における文書管理につ
いて
井上麻依子日本女子大学大学院
市民に開いた文書館一埼玉県立文書館
の普及活動を事例に一
安藤奈々学習院大学大学院
琉球と中国における史書編纂の比較一
『中山世譜』と「中山沿革志』を題材
に－
井上知之学習院大学大学院
アーカイブズカレッジ修了論文一覧
鴬
久世家文書「御役所日記」・「御玄関
日記」の史料学的検討
郷間大輝学習院大学大学院
日本実業史博物館準備室アーカイブズ
に関する考察一設立過程を中心に－
杉山弘樹学習院大学大学院
鈴木家文書の記録史料学的分析
中野泰宏学習院大学大学院
記録史料の目録編成の検討一武蔵国埼
玉郡岩槻町勝田家文書を素材に一
生島修平東洋大学大学院
長屋壬邸における木簡の保管、再利用、
廃棄について
張瓦お茶の水女子大学大学院
中国の梢案館制度と大連市の梢案事業
笠井希予志國學院大學大学院
長岡藩割元家文書の構造一かつぼ沢村
鈴木家文書を事例に一
石川雅明
石川県公文書館建設運動の経緯と課題
一短期コースー
飛田英世茨城県立歴史鑓
史料保存と劣化損傷対策に取り組んで
金子悟子本渡市立天草アーカイブズ
曰本のアーカイブズの本当の問題は何
か
谷藤大介仙台白百合女子大学図書館
史料調査におけるデジタルビデオカメ
ラ活用の有効性について
大野雅之大分県立先哲史料館
大分県立先哲史料館における史料整理
の現状と課題について
輪倉一広愛知江南短期大学
岩下壮一日記をめぐる諸問題一所有権
の問題を中心に－
渡邊伸彦京都大学大学院
大学図書館史料再考
江上敏哲京都大学大学院
京都大学附属図書館所蔵平松文庫と京
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アーカイブズカレッジ修了論文一覧
都大学電子図書館「貴重資料画像」
鈴木昌子磐田､竜育委員会
市町村合併を機に文書館の実現化を
大石裕子光窪鍾
IPMに関する－考察と取り組み－光
記念館を事例として－
田嶋万希子金沢大学資料館
博物館と文書館一融合施設としての可
能性一
森一憲立正佼成会附属佼或支窒腫
佼成文雷館の役割と展望についての－
収集･整理
保存・利用をめぐって－
楢崎幸雄立正佼成会鮒属佼成文百飽
立正佼成会・庭野日敬開祖直説法話の
整理作業について
森本米紀神戸大学大学院
「まちづくりアーカイブズ」構築に向
けて－丸山まちづくり活動関連資料収
集について－
服部久士三璽県生諏晦貝墾史眉さんグﾙｰブ
市町村合併における文書の保管と近代
役場文魯の整理について
今井千恵子国立歴史民俗博物館
国立歴史民俗博物館における資料収集
後の資料管理の現状と課題
横井美里金沢毒大学院
近代以降の石川県における史料蒐集の
動向
池上佳芳里金沢大学附属図轡餓
革装本の劣化と資料保存一旧制第四高
等学校蔵雷を事例に－
尾崎法子瀞鴻県立文雷霞
災害と資料救済・保存活動
藤原奏子大豚激育大学附厘図璽館
近現代教育史料の整理保存について－
大阪教育大学附属図書館所蔵教科雷を
中心に－
阿久津聡群馬県市立雪邇
文書館におけるレファレンスの現状と
課題一群馬県立文書館を事例として－
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木村一枝核融合科学研究所
核融合アーカイブズにおける多元的年
表の編纂の試み
田祐一関西学院大学大学院
関西学院大学図雷館所蔵「東寺百合文
書」のEAD/XML化に関する問題
点と可能性
渡邊健（株)ワンビシアーカイブズ
持続的成長に向けて組織の知的基礎体
力を高めるために－企業アーカイブズ
に関する－考察－
山崎亜希子隊)ワンピシアーヵィブズ
「アーカイブズ」とビジネス
新井央至（株)ワンビシアーカイブズ
歴史史料としての企業資料の保存・管
理について
有延悠金沢美術工芸大学大学院
明治前期兼六園の記録史料群
宮川充史名古屋大学大学院
書籍目録の編成における方法と課題－
名古屋大学附属図書館での調査を例に
西光三（財)"lll林政史研究所
石川県羽咋市妙成寺史料調査の成果と
課題一版木資料のアーカイブズ学的位
置づけのための基礎的考察－
小林良子長岡市立中央図書函
アーカイブズで被災者の心を癒せるか
「ふるさと山古志の発見」展を開催
(2005.11.3)
太田典孝長野製立席中旗
長里漂▽歴史館における古文書轄琿上の
問題点について-分析B…を中心に－
安倍尚紀総合研究大学院大学
国際標準としてのEAD/DACS-
研究機関におけるアーカイブズの事例
を中心に－
蓮沼素子宮城県公文害飽
宮城県公文書館における行政文書の史
料整理と目録編成に関する一考察
長岡智子（財)国際文化会館
国際文化交流団体における記録の管理
と保存一国際文化会館を事例として－
戸塚順子奈良女子大学大学院
奈良女子大学校史関係史料の現状と課題
閲覧業務停止のお知らせ
収蔵鹿整備実施に伴い、下記の日は閲覧
業務を停止します。
5月1日（月）・2日（火）
（4月記日（金）～5月5日（釦はご利用
できません。閲覧業務再開I濁月8日（月）
です。）
2m6年度アーカイブズ･ｶﾚｯジ開侭予定
長期コース国文学研究資料館
7月3日（月）～7月温日（金）
8月溺日（月）～9月型日（錨
※”7年度に立川移転が予定されているた
め､一時的な中断やカリキュラムの大幅変
更の可能性があることに留意し､できるだ
け2噸年度中に全科目の履修を終えて下
さい。
短期コース岡山衛生会館（岡山市）
ll月13日（月）～11月型日（錨
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